
「黒さ」と想像力
――『ハックルベリー・フィンの冒険』に見る擬似的母子関係
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マーク・ トウェイン研究においては,女性,特に母親は長らく周縁に置かれ,黒人男性
に付されたいわゆる「母性」に関しても,看過されがちであった。 トウェインを支えた女

性たちとの関係や, トウェインの女性観 。ジェンダー観が注目されるようになった今日,

未発表の作品や晩年の作など,比較的マイナーな作品での女性表象に光があてられるよう
になったものの1, トウェインの代表作『ハックルベ リー・ フィンの冒険』においては,

ジムをあくまで「男性」,「父」として措定し,生物学上の男同士の関係ばかりを一―ある
いは生物学上の女性 との関係ばかりを一―読み取っていることを,問い直してみてもよい

のではないだろうか。たとえば Nancy Walkerは ,ハ ックを道徳的に成長させる存在 と

して,ジムと女性たちを挙げながら,ハ ックの成長に最も大きな役割を果たすはずの黒人

奴隷ジムに付されている母親的資質については指摘することはなく,自人女性たちのみに

着目しているし,ハ ックの異性装に注目し,所与の性に限定されずに演じられうるジェン
ダーのありようを明らかにした Myra Jehlenも また,脱出劇において,「母」の衣装とし
てのサリー叔母さんの衣服を着たまま,子供のために自らの自由を犠牲にするジムについ

ては言及することはない。

ハックの「地獄行きJ決意後の,いわゆる “evasion chapters"で のジム像は,ス テン
オティピカルなアンクル・ トム的黒人像に陥っているとの評価がしばしばなされてきた。

しかしながら,『アンクル・ トムの小屋』における黒人奴隷 トムに,ラ ディカル・ フェミ
ニストであるAdrienne Richの いうところの「経験 としての母性Jに も通じる,ジ ェン

ダーを超えた母親的資質の体現を見出し,父権的奴隷社会に抗いうる可能性を考察する小
林富久子らの論考を鑑みれば(5356),『 ハック・ フィン』において構築される擬似親子関

係ではいかに「母」なるものと黒人性 とが重ねられているか,それが奴隷社会においてど

のような作用を及ぼすものなのか,考察しなおす意義もあるだろう。また,『ハック・ フ

ィン』と同時期の 1883年に執筆された短編 “1002nd Arabian Night"に おいて,男性が

子を生み,母 となるといった,ラ ディカルな性の問題意識をトウェインが示していること
を鑑みても(Harris 165),男 性の黒人奴隷ジムに付された母親的資質を考察する余地は

あろう。本稿ではまず,ジムをめぐる批評や トウェインの述懐をとりあげ,そ こで指摘さ
れる黒人奴隷ジムの性質が,精神分析ンヴェルでいかに母なるものを語る言説 と反響しあ
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『ハックルベリー・フィンの冒険』を,ジ ェンダーの観点から読み直す先駆けとなった
研究者 として,Leslie Fiedlerが あげられる。フィードラーは,そ の論文 “Come Back
to the Raft Agin Huck HOney!''に おいて,ハ ックとジムの,性 を介さない「イノセン
トな同性愛関係Jを看取し,それを,自人男性が抱 く,黒人男性への罪意識と許しへの憧
れのあらわれであると指摘した。ハックとジムの関係に同性愛関係を読み取る論考は,た
とえ)ゴ Nancy Walkerに より,男性中心主義を証左するものと指摘されてもいるのだが
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フィードラーは,虐待されてもなお「すべてに耐え,すべての苦しみをなめ,すべてを許
しJ,子供を抱きじめる態度を,「虐待された母Jの態度に類似するものとして捉えてい
る。単に包容的な母ではなく,子供の攻撃性を受け入れうる一面が強調された母であるこ
とを確認しておこう。

″F色万Wattlli l:二 if:1こfy去 9暑象′種語を響夏苦壌長暑爾豚F撃震を1繁
与える「苦痛と屈辱に無限の愛でこたえるJジムと,自人少年たちとの間に,フ ィードラ
ーと類似した大人・子供関係を見出している(5657)。 モリスンは,長 らく論争の的とな
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浮 1ヽ1,り にした点で,『ハック・ フィン』は真に偉大な作品であると再評価しているのだ
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た D W Winnicottの 代表的著作である P/alグ72g απ″Rια″″では,幼児の 1遊び |(|,|′ ly

ing)の世界における自己と他者や現実認識にまつわる概念が提示されている。

自分と母とをはっきりと区別して認識できていない当初,幼児は母を「自分の延J(ll

してとらえるという「幻想Jを抱いているが,そ の「幻想」から,現実認識へと導 くにll,

「ほどよく良い母J(good enOugh mother)の 存在が重要となる
2。 「ほどょく良い母 |た

は,ま ずは根気よく幼児につきあい,幼児の要求にほぼ完全に応えることで,幼児に |'|

己の延長」であるとの「幻想Jを与えられる大人のことをいう。あわせて重要なことが,

これまで完全であった幼児への対応の度合いを徐々に減らし,一種の欲求不満を幼児に与

えることでその「幻想Jを 「幻滅」に導くこととされている。幼児にとって母が,愛され

もすれば1曽まれもする対象となり,「 自分の延長Jと 「自分ならざるものJと の間を揺れ

動くようになることで,母は徐々に現実的な存在へと変化してゆく。
そのプロセスは子供の「遊び」の世界において,よ り本格的に推し進められてゆく。母

と距離ができた幼児は,テ デイ。ベアや毛布など,幼児が独占でき,温かさや感触をも

ち,それ自体が生命感や実在性をもっているように思わせる,「移行対象」 (tranSidOnal

ObieCt)と よばれる母のイマーゴを激しく愛したり, もぎ取ったり,や さしく抱きじめた

りする「遊び」により,空想のうちに母子関係を再創造して母の不在に対処するようにな

る。さらに,「 自分の延長」と「自分でないものJと の間を揺れ動 く母のイマーゴに,空

想世界で攻撃を加えることで,それをいったん内的に破壊する。

The subiect Says to the obiect: `I destroy you',and the obieCt iS there to receive

the communication From noM/on the subiect says: `IIello obieCt!' `I destroyed

you'`1 love you'`You have value for lne because of your survival of rny destruc―

tion of you'`While l all■ loving you l am all the tilne destroying you in (uncOn_

scious)力π″り '(12021)

空想内で破壊してもなお,母は現実世界に生き延び,そ れゆえに価値のある他者であると

認識するに至る認知体験が,「 自分の延長」と「自分ならざるものJと の間の,「可能性空

間J(pOtential space)と ウィニコットが名づける中間領域での「遊びJでなされるのであ

る。ウィエコットはそれを,文学を含めたあらゆる創造性,芸術性へと引き継がれてゆく

想像力の源泉として積極的に評価している。

このように対象関係論的レヴェルで確認される「母」のイメージや,原初的母子関係に

まつわる自己と他者との交流は, トウェインの想像力が生み出すテクストにおいてはどの

程度読み取れるだろうか,ジムと子供たちの関係を中心に検討していこう。

2 ハックとジムの擬似母子関係

マーク・ トウエイン作品において,子供たちの手荒い攻撃にも辛抱強く耐えうる存在と

して,代理母的な女性たちと並んで黒人奴隷がしばしば用いられることは示唆的である。

トウェインは,1自伝』の中で,ジ ムのモデルとなうたアンクル・ダヌルら,少年時代の

仲間であつた,黒人たちの思い出について以下のように語っている。

All the negroes were friends of ours, and、 vith those of our ownを tgc、ハ/cw('1(｀ in
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は,「ハックにとって唯一のジムJ,「 ジムにとって唯一のハックJと いう相互関係を再び

l腱 り戻そうと奔走するのである。

冒険前はトムの |ごっこ遊びJが嘘ばかりに思え, トムを「自分でないものJと して捉
えていたハックが,1ゴ 倹中しばしばトム的な行動を取ることで,ジ ムを「自分でないも
の」,「ニガーJの領域へと引き戻していた。地獄行きの決意をした今,「 自分の延長Jに
あるジムを再び「自分の延長Jと 「自分でないもの」との間に引き戻し,ハ ックの「幻

想Jに攻撃を加え,現実認識へと導く役割を果たすのは,ハ ックのなかで「自分の延長 J
と「自分でないものJと の間を揺れ動いてきたもう一人の存在である, トムとなってい

る。フェルプス農場でハックが トムとなり,本物の トムと行動を共にするようになると,
ハックは,守 りたかったジムを, トムが自分の所有物のようにもてあそぶさまを目撃せね
ばならなくなる。ハックは,ジ ムが攻撃を生き延びて子供たちを愛し続けるさまを見届
け,ジムの強い愛情 と人間性を再確認するのだが, トムの介入により,ジムはもはや幻想
|±界の「ハックだけのジム」ではなくなってしまうのだ。南部奴隷社会では “nigger"と

して扱われてしまうジム,そ して,自 由の身 となってからは, トムから代償 として得た

40ド ルをもって家族の元へ戻れることを心から喜ぶ,現実界における卑屈なジムの姿を

見届けなくてはならなくなるのである。

3 トムと2人の母たち―一作 り物の “Nigger"/Mothe_

ハックとジムほどの強い母子的絆を持ち合わせていないトムの場合にも,ジ ムと母親性
の重なりあいが認められることを,最後に確認しておこう。まず,フ ェルプス農場に到着
したトムは,赤の他人を装つてサリー叔母さんの唇にキスをし,激怒させた後に,自分が

甥であることを明かして愛情を勝ち取るという悪戯をする。

“[  ]You ought to had your iaws bOXed; I hain't been sO put out since l don't

know when Butl don't care,I don't nlind the terms― I'd be wining tO stand a

thousand such iokeS tO have you here[  ]''(288)

トムは,サ リー」叉母さんを「フェルプス夫人Jと いう女性から,子供のためにどんな悪戯
にも耐えるという,ジ ムのような母的・奴隷的存在に変え,隷属させることで,ジ ムの脱
出濠1に巻き込んでゆく。また,行方不明になった トムの安否を心配して夜通し涙を流しな
がら, トムの帰りを待ち続けるサリー叔母さんの姿が,離れ離れになったハックの安否を
心配するジムの描写と響きあうことからも,両者の性質が重ねられていることが窺えるだ
ろう。

母親性と黒人性の重なり合いが最も顕著にあらわれるのが,ジムの脱出場面である。ジ
ムを脱出させようという際には,子供を救うために自らの自由を犠牲にする母 という設定
をトムは選び,母の役を自ら演じる。その際はサリー叔母さんの衣服を盗み出して,黒人
の母の衣装として着込むのだ。

“[  ]And it's usual for the prisoner's mother to change c10thes with hiln,and she

stays in,and he slides out ill her clothes We'1l do that,too"

“[  ]I'1l stufl」 iln'S Clothes full of straw and lay it on his bed to represent his



mother in disguise,and Jinl'1l take aunt Sally's gown Off Of me and M″
ear it,and

we'H an evade together[… ]"(332,333)

トムは藁人形の母を代理として牢に残すことで,自身の自由は犠牲にすることはなく逃げ
出すのだが, トムが怪我をおうと,「母」/サ リー叔母さんの衣装を着たジムが,自分の自
由を犠牲にして「子供」を助け,再び,牢の中へと閉じ込められてしまう。子供のために
自分を犠牲にする「母」と黒人奴隷ジムとの重なり合いが,「母」/サ リー叔母さんの衣服
により目に見える形で表現され,母的なジムの愛情をトムにも経験させる場面とはなって
いる。しかしながらその場面もまた,母 と黒人の自己犠牲を前提 として成 り立っているこ
とを,等閑に付してはなるまい。
『ハック・ フィン』に描かれる自己犠牲という,一見美しい母的性質は,「母Jの隷属状
態を往々にして引き起こし,それが子供たちに自由や愛を確保していることが窺える。黒
さに溶けあう母と,そ の子供たちの自由をめぐる「遊び」に伴う心地の悪さは, トゥェィ
ンの想像力を掻き立て, もう一人の トムとその母を主人公 とした『まぬけのウィルソン』
へと接続してゆくのかもしれない。

結び

子供のあらゆる攻撃に耐え,生 き延び,愛 し続ける「母J的役割を完遂したジムに対 し
て, トウェインは「地上を歩 くどんな生き物にも劣らず自由Jと の言葉を与え解放する一
方,なぜすでに自由なジムを自由にしようとなどしたのかと,子供たちの「遊びJの意味
そのものに疑間を投げかけるもう一人の「母J,サ リー叔母さんに対 しては, トムに「叔
母さんだってゃっぱり女だ !僕は冒険味を楽しみたかっただけなんですJ(357)と答えさ
せ,大人の自人男性を通じて「男の子は男の子なのだよJと いう保証を授ける。このとき
トウェインは,少年たちにとってもう一人の母的人物,サ リー叔母さんを,「女」という
牢に閉じ込め,当座の自由を得ているように思えるのだ。ハックの目を通じて,ジムにも
似たサリー叔母さんの愛情深さを描いた後に,「サリー叔母さんが僕を養子にして “sivil_
ize''し ようとするから」 (362)と いう逃げ口上をハックに与え,自 由を授けるとき, トゥ
ェインは,そ の逃げ口上が,自分を犠牲にしないためにつくられた「黒ん坊の母Jの人形
のようなまやかしであることを認識していたのではないだろうか。しかしながら皮肉に
も, トウェィン批評では母たちが,少年たちを “siviHze"し家庭に閉じ込めようとする
ものとして往々にして批判という攻撃の対象となっていったのであり,こ うした批評状況
もまた,作 り物の母の人形を牢に閉じこめる「遊び」では終わらない,脱出劇の末路を思
わせてならないのである。

N()tes

l 本格的なマーク・ トウェィン批評は,1920年代の Brooksに始 まるが,そ の論考
で, まず槍玉にあげられたのは,女 (母)た ちであった。父の死の床で立身出世を
息子に誓わせ,立身出世への強迫観念を植付けたとする母を始め, トウェィンが擬
似的母子関係を結んでいった女性たちを,作家本来の才能が開花するのを妨げた一
因 とする,多分にフロイ ト的な解釈を含むその著書は,1930年代,DeVOtOに よ
りその伝記的解釈の恣意性が指摘されたものの,主には,ア メリカ独自の地方色を

δ

豊かに出しえたその文学性を積極的に評価する形で反論がなされている。Coxに

より,妻オリヴィアが,作家の想像力を刺激した「ミューズ」として初めて評価さ
れ,さ らに,Skandera‐ TrOmbleyら により, トウェインを取 り囲む女

′
性たちの再

評価が盛んになされるようになった近年に至るまで,Brooks流 の女性批判やフロ

イト的解釈は,男性が主流の批評界では根強 く受け継がれてきた。リベラルなジェ

ンダー観を含む,女性を主人公とした作品群に関しては,Cooley(Ed)参照。
2「ほどよく良い母Jと は必ずしも実母である必要はない。ウィニコットを援用しフ
ェミニズム理論へと発展させたナンシー・チョドロウは『母親業の再生産』におい

て “good‐enough father"の 必要性を主張している。
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対抗するサウンドスケープ

――『オン・ザ・ロード』における音響ネットワークの形成

添 篤 郎 (筑波大学(院 ))

序

1957年 に出版されたジャック・ケルアック (Jack Kerouac)の ロード・ノヴェル『オ

ン・ザ・ロード』 (Oη ttι Rοα″:以下 00が , もっぱら60年代対抗文化の先駆として
文学史的に位置づけられてきたのはなぜか。この理由を吟味するOmar Swartzの ような

批評家は,ORに おける周縁的な人種やセクシユアリティーヘの認識論が,50年代の自
人的規範 と交渉しながら逸脱し,60年代的な多元主義的ヴィジヨンの先駆けになってい

たと論じてきた。また,テ クストで表明される自人主人公サル・パラダイス (Sal Para‐

dヽe)の「ホフイト・ニグロ」への人種越境願望や,ポストコロニアル研究を足がかりと

してテクストのメキシヨ表象を地政学的に読解する,昨今の政治的批評もその延長線上に

定位するものと考えることができる。

こうした政治的読解のなかでしばしば過小評価されてきたのは,ORが 視覚よりも聴覚
に訴えるテクス トであるという特徴である。すでに 1958年 には,Warren Tallmanが
「ケルアックの音J(“Kerouac's Sound")と いうタイトルで,ORの 文体が音響的な訴え
かけを持っていると指摘した。近年においても,文化批評家 Daniel Belgradは 戦後文化

を論じる中で,ケルアックのテクストを「サウンド・テクスト」と位置づけて,即興ジャ

ズが文体に影響を与えたと指摘している。ケルアックも「耳にしたサウンドの区切 り」で

コンマ等を打ち,統語法 は無視 していると小説技法論 “Essentials of Spontaneous

Prose"で宣言してきたため,こ の議論の有効性は長らく保たれてきた (Charters 57)。

しかし ORに おける音声/聴覚の重視は, このようなもっぱら印象のみに依存する文

体論にとどめておくべきではなく,む しろ政治的な文脈から読解していかなければならな
い。近年の聴覚文化研究の代表的な論客が強調するのは,人種・ジェンダー・エスニシテ

ィといった近代の様々な眼差しの体系を支えてきた視覚認識に対する,聴覚認識の見直し

の必要性である。彼らによれば,視覚による時空間認識に対して,聴覚の時空間認識はズ
ンを伴いながら,つねに既に対抗的な音のネットワークを形成し続けてきた。対抗文化の

担い手たちに ORが広 く受容されたのは,文体にとどまらずテクス トを通じて聴覚が前
景化されているからではないか。本稿が試みるのは,サル・パラダイスの聴覚がいかに音

をめぐって複層的に描かれているかに着目することで,ORの サウンドスケープに対抗文
化へと連なる聴覚の力学を見出すことである。


